
松江市立 意東小学校 

井上 賞子 

[自分の学び方]を次のステージへ 

 
～ICTが支える学びを 

中学へ・自分の方略へ移行していく取組～ 



事前情報で聞いていたMさんの状況 

・計算や県名を覚えるといった活動は得意。 

・読解は低学年の課題でもかなり難しい。 

・漢字については、読み、書きともに定着
していない。 

・筆圧が弱く、字の形が整わない。 

・集中が続きにくく、気が向いたことしか
やらない。 

・コミュニケーションに課題が大きく、激
しい不適応状態になることがある。 



本当にそうかな? 

• 確かに字の形はそろわないが、構成要素
や方向性はほぼあったものが書けている。 

 →本当に書けないの? 

• 家ではネットで自分の知りたい情報を検
索して読んでいる。 

 →本当に読めないの? 

・6年生の算数テストを、１人で取り組んで、
正確に解くことができる。 

 →本当に読解できないの? 



当初のねらい  

 

• 代替え手段も含めて手だてを持つことで、
学び切る見通しと学びやすさを支え、学
習機会を保障していく。 

• 「できる自分」を感じる機会を増やすこ
とで、学習意欲を支えていく。 

 

 
Mさんの本来の力が発揮できるような学び
方をみつけることで、「自分はできるん
だ」という自信と見通しを持たせたい 



学習の機会を保障する手だてとして
活用したMさんについて 

 

 

①「読み」の底上げと見通しを支えるツールとして 

→「VoiceOfDaisy」「i暗記」「漢字ドリル」「Safari」 
 

②「書き」の見通しを支えるツールとして 

→「小6かん字ドリル 楽しく学べる漢字シリーズ」  

   「camera」 
 

③考えをまとめるツールとして 

→「SimpleMind＋」「7notes」 
 

④思いを伝え合うツールとして 

→「ByTalk」 
 

⑤自己解決の拠り所として 

→ノートテイクの取り組みへ 

 

 



学びの見通しと、自信を取り
戻すための関わり 

中学への移行についての関わり 

学び方の選択肢を広
げるための関わり 

準備と連携 思いの共有 

魔法のワンドの成果報告 

東京セミナー公開資料 大分セミナー公開資料 

6年生担任
として 

小中一貫の
連携の立場

から 

地域の支援
者の一人と

して 
大阪セミナー公開資料 



読み 

音との一致を促す 

イメージ化してから読む 

書き 

確認の方法を持たせる 

書きやすさを優先する 

「できる」見通し・学習機会の保障 

・6年生までの熟語が読めるよ
うになった 

・理科、社会の6年生の教科書
を使って学習できた 

・読解の課題にも取り組んだ 

 

・想起できる文字がどんどん増
えてきた 

・浮かばなかった字も、ヒント
があれば「あっそうだった」と
浮かぶようになった。 

読みたい・書きたい・わかりたい 



ICTが支えてくれたもの 

Mさんの本来の力 

出力(書く) 

入力も出力も苦手さ
が大きかったため、
本来の力をだせずに
いた 

 

・意欲の減退 

・自己評価の低下 

 

 

入力(読む) 

できないから 

課題を易しくしていく 

Ex.)低学年の課題 



ICTが支えてくれたもの 

Mさんの本来の力 

出力(書く) 

入力・出力に方法が
できたことで、本来
の力が出せるように
なった 

入力(読む) 

6年生の課題に取
り組める自分 

内容への興味の広
がり 

伝わる見通し 

「できる自分」 

 

・意欲の継続  

・機会の保障 

 

 



卒業後へつなげるための試み 

～小学校時代に試みたこと～ 



思いの準備 

自分から求めることで、効率よく・誤解無く 

☆中学進学後にもMさんの手だてにしていくために 

皆と同じやり方でもできるかも 

僕には僕のやりやすい
方法があるよ。 

「こうしたいな」 

「コレを使いたいな」 



スキルの準備 

 

 

 

自己解決ができることで、導入のハードルを
下げる 

入力した方がやりやすいと言われて
もなあ。。僕がわからないし 

自分でできるから大丈夫!! 

どこが大事か教えてもらっ
たら、写真に撮って貼付け
るよ。 

☆中学進学後にもMさんの手だてにしていくために 



思い＋スキル 

 

 

 

「自分にとって必要」と「自分でできる」を身につけて
いれば、選択の可能性が広がっていく 

じゃあやってみよう!! 

これならできるんだね 

☆中学進学後にもMさんの手だてにしていくために 



☆ノートテイクに求めるもの 

・情報の整理 

「こういうことか」 

・思考の整理 

「だからこうなるよね」 

・既習事項の確認 

「ここを見ればわかるよ」 

⑤自己解決の拠り所～ノートテイク～ 



自己解決の拠り所としての 

ノートテイク 

・中学では教科担任制なの
で、どの先生の授業でも使
える方法が必要では? 

・情報の量が増えて来たと
き、一括で確認できる方法
が有効では? 

・「調べる」「まとめる」
時、二画面表示ができた方
が考えやすいのでは? 

 Windowsタブレットで
OneNoteを活用を開始 



自己解決の拠り所としての 

ノートテイク 

☆国語、算数、理科、社会の
noteを作成 

 

・調べたことをまとめる 

・したことを記録する 

・まとめのプリントに取り組む 

・参照ページのリンクを管理す
る 

学習の拠り所として
活用していく 



自己解決の拠り所としての 

ノートテイク 
なんの教科のノートかを表示 単元ごとにタブをわける 

内容ごとにページをわける 



自己解決の拠り所としての 

ノートテイク 

・辞典アプリを開い
ておき、(右の画面)
わからない言葉や新
しい言葉を調べて、
OneNoteの中へま
とめていく(左の画
面) 

 



自己解決の拠り所としての 

ノートテイク 

・資料集の人物リストには名前に読み
方のルビがふてあるので、難しい字も
確認しながら入力することが出来る 

・入力することで、人物と名前を一致
させていった 

 

 



自己解決の拠り所としての 

ノートテイク 

・PowerPointで人物の
まとめのテンプレートを
作成(教師) 

 

・プリントを手がかりに、
人物ごとにまとめていく 

 

・スクリーンショットを
とり、OneNoteの時代
ごとのページにはりつけ
ていく 

 

スライドマスターでテンプ
レートを作成すると、「写
真」「時代」など内容を示
しておくことが出来る。入
力すると自動的に消える 



自己解決の拠り所としての 

ノートテイク 
・実験の様子や板書を
写真や動画で撮影 

・OneNoteにはりつ
ける 

・気づいたことを書き
込むこともできる 



自己解決の拠り所としてのノートテイク 

〜取り組みを振り返って〜 

・既習事項の確認が容易になった 

・「ここを見ればわかる」という安心感が
出て来ている。 

・キーボード入力は得意なので、作業が早
く学習の進度が保たれている。 

・教科内容が違っても、操作が同一なので
取り組みやすいようだった。 



自己解決の拠り所としてのノートテイク 

〜取り組みを振り返って〜 

・以前は、他の子の
中で１人違うことを
することは極端に嫌
がってていたが、今
回は、スムーズにタ
ブレットを持ち込ん
で、一斉の指示を聞
きながら自分でまと
めていた。 

 

○水溶液の単元の学習では、実験を交流級の理科に
参加して行った 

自分の学び方としての納得と誇りの現れでは? 



卒業後の関係の中で 



入学前の連携 

・中学の担当者による小学校の授業参観 

・担当者同士の情報交換 

・保護者と管理職を交えての移行支援会議 

+ 
小中一貫の取り組みを活用
して、入学後機器の使用に
ついて放課後フォローに行
くことについて、両学校の
管理職に了承してもらった。 



入学後の連携 

・4月から１学期は週一回程度のペースで、
放課後中学に行き、機器の使い方やM児の学
習方法について情報を共有した。 

・保護者からの相談には継続して応じ、中
学へ情報を共有したり、外部機関へつなげ
た。 

・M児本人とは、メッセージを共有し、教科
ごとの学習のポイントについてレクチャー
したり、日常的なつながりも継続している。 

 

 



中学校 

「のりづけ面」のある 

移行を目指して 

小学校 中学校 

情報のひきつぎだけでは、不十分 

小学校 

新しい環境と条件の中での活用が軌道に乗るまで
は、フォローも必要 

M児の学び方を中学の学習をすり合わせていきながらの活
用方法の模索 



引継ぎと申し入れ 

・読み、書きともに特異的な困難があり、
機器を使用して補いながら学習してきてい
る。 

・本人、保護者ともにそうした学習の継続
を希望している。 

・高校入試の希望もあり、機器の使用につ
いては配慮申請を行いたい。そのためにも
中学でも日常の学習の中で活用させてほし
い。 

 



小学校時代 

慣れている方法を取り入れて、漢字学習と意味調べ 

課題を
入力。
カード
化して
学習 

２画面に
して意味
調べ 

この方法で覚え
るのは、慣れて
いるから安心!! 



思考錯誤の日々 

引継ぎは聞いたけれど、、 

・やっぱり「書けた」方がいいのでは? 

・この子ならできそう。 

・安易にパソコンに頼ってしまうことに
ならないかな? 

M児のことを大切に考えてくれているからこその先生たちの葛藤 

本人と保護者の不安と葛藤 

どうすればわかってもらえるのか。。 

・厚意なのもわかるので、で言いにくい。 

・やはり「書く」ことが前提になるのか。。 

・教科ごとに対応が分かれていて不安。 

 



思考錯誤の日々 

〇６月、７月の試行錯誤の時期 

・「わかっている」という思いがあるか
らこそ、試験への思いが強くなる。 

・「自分の学び方」への自信が、要望に
つながってきている。 

M児の気持ちを支えた「学びへの見通し」 

〇４月、５月の手探りの時期 

・新しい場所への不安も高く、神経も張りつめていた。 

・それでも、中学の学習を始めて、「できそうだ」
「わかる」という感覚が持てたため、不安要素が多い
中でも踏ん張って登校を続けた。 



学習への意欲の変化 

・わかっているから、間違
えたり書けなかったりする
と、くやしい。 

・内容がいっぱいになって
も、ちゃんと忘れないよう
に勉強したい。 

・でも、どうしたらいいか
わからない。 

強い必要感 



夏休みにつけたい力 

・1学期の復習 

・教科に応じて、自分にあった
学習方法を知る 

・学習の習慣をつける 

 

※「自分で」解決していく力に
つなげたい 



教科 1学期の学習から 夏休みにつけたい力 

国語 ・読解はまだ一人では難しい 

・漢字の力が自信と支えになった 

・漢字の力をより確かにする。 

・「読み」を優先して取り組む 

数学 ・内容はよく理解していた 

・自分の書いたものが読み返せない 

・数式パネルの入力方法になれる 

 

理科 

社会 

・内容はよく理解していた 

・用語が多く、混乱することがある 

・「問われ方」「答え方」に不慣れ
で、わかっていても答えられないこ
とがあった 

・時間内に多くの問題をやり終える
ことが難しい 

・具体的なイメージを持ちながら、
事柄と言葉を一致させていく 

・「問い」への答え方になれる 

・一定量の問題にまとめて取り組
み、やり終える 

英語 ・リスニングや構文の組み立ては、
よく理解していた 

・単語の綴りが不正確 

・単語の綴りの練習に取り組み、
定着を進めるとともに練習方法に
なれる 

夏休みにつけたい力 



夏休みの宿題はチャンス!! 

休み中は、新しい課題に進まない 

長い期間がある 

 

→じっくり方法を試せる 

→繰り返して、効果を実感できる 

→相談、修正しながら定着させていく
時間がある 

二学期以降の学びやすさへ生かしていく 



自分で勉強する方法として 

 

・繰り返しやすい 

・確認しながら進められる 

・問い→答えの経験 

情報の共有とノートテイク
の方法として 

 

・共有しやすい 

・確認しやすい 



夏休みの宿題を攻略しよう!! 

サポートフレーム 

Onenote・メッセージで情報を共有 

・方法の確認→アプリの使い方、 

       記録の仕方など 

・「困った」の対応→動画やnoteで 

       質問に答える 

・進捗の共有→チェックリストを共有 



夏休みの宿題を攻略しよう!! 

ノートそのものを共有できるので、 
連絡・記録に活用 



アプリの選択
読み上げは初
めてだね。わ
からなくなっ
たら、動画で
確認しようね。 

情報を必要に応じて確認する体験 

方法の共有 



「困った」に対応 

3回の練習、セルを移動せずにやりたい。
そのほうがやりやすい。 

でも、長い単語だと、セルの中におさまら
ない。いちいち大きさを変えるのも大変。
いらいら。 

セルの書式設
定で、「縮小
して表示」さ
せることがで
きるよ。 

動画を送るね。 



「困った」に対応 

ほんとだ。これは便利!! 

「求める」→「応える」の経験 



「困った」に対応 

テキストの写真が
うまく撮れなくて、
入力しにくいよー 

「台形補正」
ができるよ 



結構うまくいった! 



「困った」に対応 

それでもずれちゃ
うことがあって、
いらいら。 

これなららくらく 

横に解答欄のよう
にいれてみたら? 

「求める」→「応える」の経験 



あと何が残っ
ているのか、
わかりやすい。 
アプリはすぐ
できるから、
あとでまとめ
てやろう。 

進捗の共有! 

自分なりの「見通し」を 
持って取り組む 



夏休みの宿題を攻略しよう!! 

⭐⭐目標 

夏休みの宿題に取り組むことを通じて、Mさんの中学での
学習方法を広げていく 

 

・「想起を強化」難易度を変えたり、「選択」を取り入れ
ながら、想起の体験を重ねよう 

・「入力を活用」数式パネルの使い方や、入力を通じてス
ペルの練習をしていくことで、得意な方法を使って学習し
ていく方法を広げよう 

・「イメージ化して学習」動画を活用して、学習内容をイ
メージ化していくことで、理解の定着をはかろう 

・方法を組み合わせて学習していくことを体験しよう 

 



アプリで学習→想起を強化 

漢字検定「読みがな特
訓」４級〜８級 

・下のひらがなから選ん
で答える 

 

漢字ドリル2 

・読みを入力して答える 

難易度を変えて、想起の練習 



アプリで学習→想起を強化 

「選ぶ」からスタートすることで、覚えやすく 

NewHorizonドリル 

・word、reading、
grammarを「選択」
からスタートして解
答していく。 

・教科書準拠で、学
習した内容に沿って
進められる。  



中学1年理科・ロジカル記憶中学理科 

・単元ごとに問題がまとま 

 っている 

・選択読み上げができる 

「問い」→「答え」になれる 

アプリで学習→答え方に慣れる 

中高生の日本史・地理 

・内容の塊から選べる 

・選択で解答できる 

 



Onenoteで学習→入力を活用 

サマーセミナーを画像でとってOneNoteへ!! 

数式パネルで答えを入力 

入力方法に慣れて、2月は以降の活用を広げる 



苦手な単語の綴りを覚える方法を広げる 

エクセルで単語帳 

・エクセルで入力して綴りの練習 

Excelで学習→入力を活用 



動画で学習→イメージ化を支える 

NHK for school 

・一学期学習した単元を視聴 

学習内容をイメージを持ちながら整理 



NHK for school 「電子黒板」 

・「自習モード」を活用 

動画を手掛かりにしながら、問いに答える 

動画で学習→イメージ化を支える 



学校があるときより、大変だよ!! 

ぶつぶつ。 

毎日、3時間くらい、文句を
言ったり怒ったりしながら
やってますよ。でも「やらな
い」とは言わないですね。ど
うやったら早くできるかとか、
いろいろ考えてるみたいです。 

学習の習慣化・方法の効率化 



(復習課題をしな
がら)4月は損し
たな。4月のとこ
が結構わかって
なかったよ。 

今度の月曜日、勉
強休みにしたいか
ら、土曜日がん
ばって振り替え休
日にしよう。 

振り返って、
分析 

見通しと、
計画性 

主体的に学ぼうとする姿を、2学期へ 



6年生の頃 

自分への自信と 

人への信頼を取り戻す 

「方法」を得る 

安心できる関わり 

安心できる学び 

中学校時代 
「こうしたい」「ここで
困っている」という自発
的な欲求から自分の学び
方を構築していく 

学習への強い意欲 

葛藤場面の増加 

しかし、「求めなくても得られる」環境においてしまっていたか
もしれない。 

夏休みの体験→既習事項の定着だけでなく、「求めて学んだ」体
験を「学び方の広がり」へつなげたい。 



読みあげは助
かるけど、速
度が調整でき
ないと時間が
かかりすぎる。 

タッチ＆リードの導入へ 

人の声より、
機械の声の
方が聴きと
り易い。 

読むもの
(iPad)と解
答用紙(パ
ソコン)が
分かれてい
ると、いち
いちどこか
探さないと
いけない。 



宿題は出るけど、
プリントのまま
だからどうして
いいかわからな
い。 

「こうしたい」を提案しよう 

どんどん新し
いことが出て
きて、授業だ
けじゃ覚えき
れない 

待ってるだけじゃ
だめなんだな。 



「こうしたい」を見つけるための 

冬休みの課題 

紙の課題は丸ご
とPDFで取り込
み、入力で解答 

動画でイメージ化
web問題集の活用 

複数のアプリ
を組合わせて
の反復 

予習６割 
復習４割 



夏休みの取り組み＋α 

・ベースは夏休みの取り組み 

・そこに日常の学習を意識して予習をイン! 

 
リストを見て、すぐに始め
ました。 

特に方法も聞かなくても大
丈夫なようでした。 

動画の場所も分かってるし、
これならできるよ。 



学ぶことへの安心感 

学び切る見通しの中で
の繰り返し 

「できる」という自信
と見通し 

「こうしたい」という
欲求 

自分の学び方の確立 



ご清聴 

 

ありがとうございました 


